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北九州市立大学国際環境工学部（ひびきのキャンパス）は
人を育てて未来をつくる知の拠点です。
若松区西部の北九州学術研究都市の中にあり、
地球規模の課題に対して果敢に挑戦しています。
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環境化学工学科

情報システム工学科

生 命 工 学 科

機械システム工学科

建築デザイン学科

循環型社会を推進する知識と技術を修得する
化学のアプローチ

より豊かな未来をプロデュース
最先端の情報システム工学

バイオテクノロジーや環境マネジメントの最先端を学ぶ
人類の新たな可能性を探求

基盤教育センター 社会で求められる力を備えた人材を育成する

持続可能な社会の実現に貢献する
環境とものづくり

次世代を担うアーキテクトを育成する
環境共生

学 科 紹 介

付属施設等
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Hibikino Science School

北九州市立大学国際環境工学部では、中学生・高校生や一般の方々を対象として「ひびき
のサイエンススクール」（大学訪問・出張講義）を実施しています。
「大学訪問」は、参加者の皆さんに本学ひびきのキャンパスに来ていただいて、講義体験や
環境に配慮した大学施設の見学をしていただきます。
「出張講義」は、本学教員が高等学校等に出張し、理工系分野の教育・研究に関する講義
を実施して、その魅力をお伝えします。

(1)福岡県内の高等学校・高等専門学校・予備校（県外は要相談）
(2)北九州市内の中学校(市外は要相談)
(3)その他 (要相談)

実施対象・地域

お問い合せ・申込先

実施費用

申込方法

北九州市立大学国際環境工学部
ひびきのサイエンススクール

参加費は不要です。
ただし、教員等が県外にある団体や上記「実施対象・地域（3）」で出張講義等を行う場合は交通
費を負担していただくことがあります。

下記URLより申込書をダウンロードのうえ、メールにて申込書を下記申込先へご送付ください。
希望する講義は、「講義紹介リスト」からお選びください。
なお、日時が調整できない場合や申込多数の場合などは、ご希望に添えないことがありますので、予め
ご了承ください。
また、申込書の様式は巻末（22ページ）にも掲載しております。

［中学校・高等学校・高等専門学校・予備校］

https://www.kitakyu-u.ac.jp/env/contribution/delivery.html

北九州市立大学 事務局 学務課 入学試験係

093-695-3340TEL
hibikino_kouhou@kitakyu-u.ac.jpEmail

［その他団体］
北九州市立大学 事務局 企画管理課 企画・研究支援係

093-695-3311TEL
kikaku@kitakyu-u.ac.jpEmail

大学 学校等

大学訪問
生徒等

出張講義
大学教員

https://www.kitakyu-u.ac.jp/env/contribution/delivery.html


講義タイトル・対象者一覧
高校生を中心に中学生からその他一般の方にも対応できる幅広い分野の講義があります。

Hibikino Science School

化学 環境化学工学科 機械 機械システム工学科 情報 情報システム工学科
基盤 基盤教育センター（ひびきの分室）建築 建築デザイン学科 生命 生命工学科
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番号 学科
大学
訪問

出張
講義

実施形態
対象

講義タイトル
中
学
生

高
校
生

高
専
生

予
備
校
生

そ
の
他

1-01 化学 講義 講義 水と油でものをわける ● ● ●

1-02 化学 講義 講義 廃棄物の発酵ガスから水素および液体燃料の合成技術 ● ●

1-03 化学 講義 講義 分子を見分ける“ナノマテリアル” ● ● ● ●

1-04 化学 講義 講義 環境汚染を解決する微生物の化学 ● ● ● ●

1-05 化学 講義 講義 大学で行う材料研究 ～エネルギー関連材料と応用～ ● ● ● ●

1-06 化学 体験 要相談 化学を目で見よう、体感しよう ● ●

1-07 化学 体験 × 排水処理施設から採取した活性汚泥の顕微鏡観察と酸素吸収速度の測定 ● ● ●

1-08 化学 体験 × メタノールの水溶液から水素を取り出そう ● ●

1-09 化学 体験 × お茶からのカフェイン抽出 ● ● ● ● ●

1-10 化学 体験 × 濁りを除去して澄んだ水を作る ● ● ● ● ●

1-12 化学 体験 要相談 無電解めっきと電解めっき ● ● ● ● ●

1-13 化学 講義 講義 植物は世界を救う？ -植物による環境にやさしい保全・修復技術- ● ● ● ● ●

1-14 化学 体験 × 赤ワインを分留してみよう ● ● ●

1-15 化学 体験 体験 水の硬度分析を体験してみよう！ ● ● ● ●

1-11 化学 体験 × カップラーメンの残り汁のCOD（化学的酸素要求量）を測ってみよう ● ● ● ● ●

2-01 機械 体験 × 環境問題と燃料電池 ● ● ●

2-02 機械 体験 × 水素を電気に変えて、クルマを走らせよう！ ●

2-03 機械 講義 講義 ものづくりの奥深さ ● ●

2-04 機械 体験 講義 揺れを抑えて逃がして利用して ● ● ● ●

2-05 機械 体験 体験 不思議な金属・形状記憶合金を触ろう ● ● ● ●

2-06 機械 体験 体験 「ばね」を作って、「ばね定数」を測ってみよう　　　 ● ● ● ●

2-07 機械 体験 講義 音速を超える空気の流れを物理の目で視る ● ● ●

2-08 機械 講義 講義 生体機械工学と人工関節のはなし ● ● ● ●

2-09 機械 講義 講義 100円ショップとものづくり ● ● ● ●
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No. 学科
大学
訪問

出張
講義

実施形態
対象

講義タイトル
中
学
生

高
校
生

高
専
生

予
備
校
生

そ
の
他

3-01 情報 体験 × 手指リハビリテーションの体験 ● ● ● ●

3-02 情報 実験 × お絵描き感覚でLEDやモータを制御しよう ● ● ● ●

3-03 情報 講義 講義 ヒトの知覚とカメラのしくみ ● ● ● ●

3-04 情報 体験 × 人間はどのように空間を認識するのか？ ● ● ● ●

3-05 情報 講義 講義 身近な情報通信の世界 ● ● ● ●

3-06 情報 講義 講義 情報セキュリティ最前線 ● ● ● ●

3-07 情報 体験 × プログラミングで絵を描こう ● ● ●

3-08 情報 講義 講義 人工衛星高速画像処理で社会問題を解決しよう ● ● ● ●

4-01 建築 講義 講義 建築デザインへの招待 ● ● ● ●

4-02 建築 講義 講義 建築のしくみ ● ● ● ●

4-03 建築 講義 講義 建築の進化 ● ● ● ●

4-04 建築 講義 講義 建築分野の研究最前線 ● ● ●

4-05 建築 講義 講義 現代建築に求められる技術 ● ● ● ●

4-06 建築 体験 × CAD室・アトリエツアー ● ● ● ●

4-07 建築 体験 × 麺でつくる構造模型 ● ● ● ●

4-08 建築 体験 × 材料デザインについて ● ● ● ●

4-09 建築 体験 × 測って示す室温の変化 ● ● ● ●

4-10 建築 体験 × 建築デザインと楽しい演習 ● ● ● ●

5-01 生命 講義 講義 化粧品の化学と皮膚アレルギー ● ● ● ●

5-02 生命 講義 講義 超高齢社会を支える「骨」の再生治療 ● ● ● ●

5-03 生命 講義 講義 培養組織で病気を治す「再生医療」 ● ● ● ●

5-04 生命 講義 講義 免疫力アップで癌を治す未来の医療「ガン免疫療法」 ● ● ● ●

5-05 生命 講義 講義 海洋プラスチック問題：新興地球環境問題 ● ● ● ●

5-09 生命 講義 講義 生命の起源を探る ● ● ● ●

5-10 生命 講義 講義 顕微鏡を作製してみよう ● ● ● ●

5-11 生命 講義 講義 数値シミュレーションで紐解く環境問題 ● ● ● ●

5-06 生命 講義 講義 多様な光合成生物の世界 ● ● ● ●

5-07 生命 講義 講義 未来を変える生命科学のホットトピック ● ● ● ●

5-08 生命 講義 講義 私たちの暮らしと微生物 ● ● ● ●

3-09 情報 講義 講義 環境にやさしい社会とは？ ● ● ● ●

6-01 基盤 講義 講義 世界をつなげる言葉の魅力 ● ●
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講義紹介【環境化学工学科】

水と油でものをわける

実施にあたっての特記事項

分離操作／界面

担当教員 環境化学工学科 教授　西浜　章平
にしはま しょうへい

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

水と油はお互いに混じり合いません。この水と油の間に存
在する境界面（界面）を上手く利用することで、ものを分け
ることができます。この模擬授業では、水と油の界面の不
思議について、分かりやすく、おもしろく紹介します。

キーワード
30分程度講義時間 50名程度まで受講人数

1-01 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

廃棄物の発酵ガスから
水素および液体燃料の合成技術

実施にあたっての特記事項
備考

触媒／バイオマス／水素合成／液体燃料合成

担当教員 環境化学工学科 教授　黎　暁紅
り しゃおほん

実施校で準備してほしいもの

特になし
本学で行えば実験室の見学、および「メタノール水溶液から水素を
取り出そう」の実験体験（1-12）を同時に行うことも可能です。

プロジェクター、スクリーン、延長コード

有機性廃水や廃棄物などの廃棄物系バイオマスを発酵分
解して、その生産物であるメタンと二酸化炭素から水素お
よび液体燃料の製造に利用できるプロセスについてお話
しします。

キーワード
30～60分講義時間 50名程度まで受講人数

1-02 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

環境汚染を解決する微生物の化学
担当教員 環境化学工学科 教授　安井　英斉

やすい ひでなり

水環境の汚染防止は微生物を用いたバイオリアクターが
使われます。この化学的原理と技術の発展についてお話し
します。

実施にあたっての特記事項

水処理／水環境／微生物／バイオリアクター
実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

キーワード
40分程度講義時間 50名程度まで受講人数

1-04 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

分子を見分ける“ナノマテリアル”

実施にあたっての特記事項

先端材料

担当教員 環境化学工学科 教授　山本　勝俊
やまもと かつとし

実施校で準備してほしいもの

特になし

プロジェクター、スクリーン、延長コード、
パワーポイントがインストールされたパソコン
（PCは可能ならば）     

キーワード
60～90分程度講義時間 50名程度まで受講人数

1-03 大学訪問 講義 出張講義 講義

「ゼオライト」という物質を知っていますか?「聞いたことも
ない」という人が多いかもしれませんが、ゼオライトは「最
古のナノマテリアル」ともいえる物質であり、実は様々な形
で我々の生活にも関わっているのです。そんなゼオライト
のちょっとかわっ
た構造と性質、い
ろいろな働きにつ
いて紹介します。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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化学を目で見よう、体感しよう

実施にあたっての特記事項

触媒／蛍光／発色

担当教員 環境化学工学科 教授　今井　裕之
いまい ひろゆき

実施校で準備してほしいもの

特になし

プロジェクタ、スクリーン、延長コード、
（ガラス器具、保護メガネ、手袋）

化学反応を素早く進ませるために触媒が用いられます。
ほんのわずかの量の触媒が、劇的に化学変化を起こす様
子を、色の変化で見てみます。実際に、触媒を用いた発色
試薬（蛍光塗料）の作製を通して、実験を体験してみます。

キーワード
60分程度講義時間 10名程度／要相談受講人数

1-06 大学訪問 体験 出張講義 要相談

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

排水処理施設から採取した活性汚泥の
顕微鏡観察と酸素吸収速度の測定
担当教員 環境化学工学科 教授　安井　英斉

やすい ひでなり

排水中の汚濁物質を分解して環境保全を担う活性汚泥に
ついて概説し、その性質について実験を行います。

実施にあたっての特記事項

活性汚泥／排水処理／環境保全
実施校で準備してほしいもの

特になし
ー

キーワード
80分程度講義時間 20名程度受講人数

1-07 大学訪問 体験 出張講義 ×

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

メタノールの水溶液から水素を取り出そう
担当教員 環境化学工学科 教授　黎　暁紅

り しゃおほん

実施にあたっての特記事項

触媒／バイオマス／水素合成／液体燃料
実施校で準備してほしいもの

特になし
ー

キーワード
60分講義時間 8人まで受講人数

1-08 大学訪問 体験 出張講義 ×

備考 「廃棄物の発酵ガスから水素および液体燃料の合成技術」の
講義（1-2）と併せて実施することも可能です。

水素はそのままの形では地球上に存在していませんが、バ
イオマス等の再生可能エネルギーからの製造ができます。
そのため化石燃料のように枯渇の心配がなく、安定した
供給が期待できます。一方、燃料
電池に使うためには、多量かつ
低コストで水素を人工的に作り
出さなければなりません。本講
義は、バイオマスから製造できる
メタノールの水溶液から水素の
作り方の紹介及び実験・体験を
行います。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

大学で行う材料研究
～エネルギー関連材料と応用～
担当教員 環境化学工学科 准教授　郡司　貴雄

ぐんじ たかお

高校化学では触媒という物質について学ぶと思います。触
媒の役割はもちろん、反応を促進させる「反応促進剤」で
す。触媒は反応最中で目まぐるしい変化が起きています。
本授業ではこの触媒にフォーカスして大学で実際に行わ
れている研究を具体例を挙げつつ紹介します。

1-05 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

実施にあたっての特記事項

触媒／燃料電池触媒／光触媒  
実施校で準備してほしいもの

特になし

プロジェクター、スクリーン、延長コード、
パワーポイントがインストールされたパソコン
（PCは可能ならば）     

キーワード
60分程度講義時間 50名程度まで受講人数
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講義紹介【環境化学工学科】

お茶からのカフェイン抽出

実施にあたっての特記事項

抽出操作

担当教員 環境化学工学科 教授　秋葉　勇
あきば いさむ

実施校で準備してほしいもの

特になし
実験室の使用

化学系の研究では、混ざり物から特定の物質を取り出す
操作が様々な場面で行われる。この実験では、実際に大学
の学生実験などで行う抽出操作を使って茶葉からカフェ
インを抽出する実験を行い、大学での実験を体験する。

キーワード
90分程度講義時間 40名程度まで受講人数

1-09 大学訪問 体験 出張講義 ×

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

濁りを除去して澄んだ水を作る

実施にあたっての特記事項

汚水浄化

担当教員 環境化学工学科 教授　寺嶋　光春
てらしま みつはる

実施校で準備してほしいもの

特になし
ー

キーワード
30分～60分程度講義時間 60分～120分程度実験時間

40名程度受講人数

1-10 大学訪問 体験 出張講義 ×

数μm以下の微細な粘土や藻類などが河川水や湖沼水
の濁りの原因物質です。これらの粒子の表面はマイナスに
帯電していて粒子同士が反発して分散していること、粒子
径が小さく沈降速度がとても小さいことから、静置してお
いても粒子はほ
とんど沈降しま
せん。水処理薬
品を用いて荷電
中和し粒子同士
の集合体を作っ
て粒子を沈め、
水をきれいにし
ます。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

カップラーメンの残り汁のCOD
（化学的酸素要求量）を測ってみよう

実施にあたっての特記事項

化学的酸素要求量  

担当教員 環境化学工学科 准教授　宮脇　崇
みやわき たかし

実施校で準備してほしいもの

特になし
実験室の使用

キーワード
90分程度講義時間 40名程度まで受講人数

1-11 大学訪問 体験 出張講義 ×

みなさん、カップラーメンは好きですか？カップラーメンを食
べると、最後に汁が残ってしまいますね。これを飲み干す方
もいれば、台所の流し台に捨てる方もいるかもしれません。
後者の場合、残り汁は生活排水として下水処理場等に流れ
ていきます。しかし、その残り汁を誤って川などに捨ててして
しまうと、環境にどのような影響を及ぼすのでしょうか？
この実験体験では、パックテストを用いて有機汚濁の指標
であるCOD（化学的酸素要求量）を測
定します。試料にはカップラーメンの残
り汁の他、飲料水や河川水なども準備
しています。各試料のCOD値を調べるこ
とで、環境への影響や適切な廃棄方法
について考えましょう。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

無電解めっきと電解めっき

実施にあたっての特記事項

めっき

担当教員 環境化学工学科 准教授　郡司　貴雄
ぐんじ たかお

実施校で準備してほしいもの

特になし
実験室の使用

基板上へのめっき技術は現在において欠かすことのできな
い重要な化学技術の1つです。今回は電解めっきおよび無
電解めっきについて、簡単な概要説明と模擬実験を行って
みましょう。

キーワード
60分程度講義時間 20名程度まで受講人数

1-12 大学訪問 体験 出張講義 要相談

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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北九州市立大学国際環境工学部ひびきのサイエンススクール

植物は世界を救う？
-植物による環境にやさしい保全・修復技術-

実施にあたっての特記事項

環境問題／気候変動／環境保全・修復

担当教員 環境化学工学科 准教授　菅原　一輝
すがわら かずき

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

植物の中には極めて生長が早かったり、枯れずに毒物を
貯めこむことができるなどユニークな特徴を持つものが存
在します。その特徴を活用した環境にやさしい修復技術や
効率的な二酸化炭素の吸収による気候変動への対策な
どについて、実例を踏まえて紹介します。

キーワード
30～60分講義時間 50名程度まで受講人数

1-13 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

赤ワインを分留してみよう

実施にあたっての特記事項

分留

担当教員 環境化学工学科 教授　西浜　章平
にしはま しょうへい

実施校で準備してほしいもの

特になし
特になし

キーワード
９０分講義時間 １５人程度受講人数

1-14 大学訪問 体験 出張講義 ×

赤ワインは、水とエタノール、ブドウ由来の色素などの混合
物です。赤ワインを分留して出てきた液体の色は何色で
しょう？また、エタノールの濃度はどうなるでしょうか？
実際に赤ワインを分留して
試してみましょう。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

水の硬度分析を体験してみよう！

実施にあたっての特記事項

硬度／滴定／環境分析

担当教員 環境化学工学科 講師　片山　裕美
かたやま ゆみ

実施校で準備してほしいもの

特になし

実験室の使用、実験器具（可能であれば）、
保護メガネ、手袋、プロジェクター

キーワード
40～60分程度講義時間 20名程度受講人数

1-15 大学訪問 体験 出張講義 体験

市販のミネラルウォーターのラベルに「硬度」の表記がある
のを知っていますか？水には様々なミネラルが溶けています
が、その中でもカルシウムやマグネシウムの含有量を表す指
標を硬度といいます。体験実習では、滴定という分析手法を
学びながら、数種類のミネラルウォーターの硬度の違いを
確認してみましょう。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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講義紹介【機械システム工学科】

家庭への燃料電池の普及が進んでいます。なぜ、いま燃料
電池なのか？世界が直面している環境問題と、エネルギー
資源に乏しい日本の発展を考えながら、その答えを探って
いきます。また、地元の北九州市の水素と燃料電池に対す
る先端的な取り組み、ものづくりの基盤となる機械工学と
燃料電池の関係を紹介します。
実験では、水素ガスを燃料電池に供給し
て発電することに
より、燃料電池の
発電効率を測定
し、燃料電池のす
ばらしい特徴を体
験してもらいます。

環境問題と燃料電池

実施にあたっての特記事項

燃料電池／環境問題／エネルギー利用

担当教員 機械システム工学科 教授　泉　政明
いずみ まさあき

実施校で準備してほしいもの

特になし
講義だけの場合：プロジェクター・スクリーン

キーワード60分程度講義時間

実験は5名程度が最適です。参加者が多い場合は、
複数回に分けて実施することも可能です。

受講人数

2-01 大学訪問 体験 出張講義 ×　

燃料電池自動車（TOYOTA） 家庭用燃料電池（パナソニック）

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

われわれの生活を豊かにしている電気や自動車について
考えます。われわれは、今、電気を作ったり、クルマを走らせ
るために、環境を破壊し、資源を取り合っています。このよ
うなことをしなくても、太陽の光で水素ガスを作り、その水
素ガスで電気をつくれば、クルマを走らせることができま
す。
実験は太陽電池で発電した電気で
水の電気分解を行い水素ガスを作
ります。この水素ガスを燃料電池に
より電気に変えて、プロペラを回転
させたり、電子メロディを鳴らした
り、模型のクルマを動かしたりします。

水素を電気に変えて、クルマを走らせよう！

実施にあたっての特記事項

担当教員 機械システム工学科 教授　泉　政明
いずみ まさあき

実施校で準備してほしいもの

実験は室外の太陽光の下で行う方が効果的ですが、
室内で行う場合は太陽の光を模擬した照明を使用して実施します。

講義：プロジェクター・スクリーン　実験：100V交流

燃料電池／水素／電気キーワード

相談します（実験だけなら15分程度、講義時間は
要望に合わせます）

講義時間

10名程度受講人数

2-02 大学訪問 体験 出張講義 ×

燃料電池自動車（TOYOTA）

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

ものづくりの奥深さ

実施にあたっての特記事項

工作機械／3Dプリンター／機械製図

担当教員 機械システム工学科 准教授　宮國　健司
みやぐに たけし

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

キーワード
30～60分講義時間 制限なし受講人数

2-03 大学訪問 講義 出張講義 講義

私達の日常生活の中で多く利用している機械は、とても身
近な存在であると同時に無くてはならないものの一つです
が、それらは、機械工学の“ものづくり技術”によって成り
立っています。その“ものづくり”の技術及び事例を紹介し
ます。また、最近非常に広い分野で応用されている“3Dプリ
ンター”についても紹介します。 

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

揺れを抑えて逃がして利用して

実施にあたっての特記事項

振動制御／振動利用／パッシブ制御

担当教員 機械システム工学科 教授　佐々木　卓実
ささき たくみ

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード 

キーワード
20分～60分講義時間 要相談受講人数

2-04 大学訪問 体験 出張講義 講義

地震や車の乗り心地などに代表されるように、「揺れ」は生
活の安全性や快適性に大きく影響します。最近では、もっ
と静かな自動車の実現、ナノ領域での安定した作業の実現
などで、小さな揺れをより小さく抑える技術の重要性は高
まっています。本講座では、揺れ（振動）の発生原理や抑え
方、また振動を利
用した身の回りの
機器などを実例を
交えて解説します。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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北九州市立大学国際環境工学部ひびきのサイエンススクール

不思議な金属・形状記憶合金を触ろう

実施にあたっての特記事項

金属材料／形状記憶合金

担当教員 機械システム工学科 准教授　長　弘基
ちょう ひろき

実施校で準備してほしいもの

時間などに応じて、液体窒素を使用する場合が
あります。(換気が必要)

講義時間や人数によっては形状記憶合金を使った工作が実施可能。
(目安としては、1時間以上の講義、かつ20人程度の人数の場合。)

備考

プロジェクター、スクリーン、延長コード、
お湯(1リットル程度)

キーワード
30～60分・相談可能講義時間 10～20名程度・相談可能受講人数

2-05 大学訪問 体験 出張講義 体験

温めることでもとの形に戻るという、変な性質を持つ「形状
記憶合金」。この講座ではこの合金を直に触ってもらい体
験することと、そのような特徴をもつ理由や、現在どのよう
なところで使用されている
かについてなど、幅広く解
説いたします。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

「ばね」を作って、「ばね定数」を測ってみよう

備考
実施にあたっての特記事項

金属材料／ばね／ばねの性質

担当教員 機械システム工学科 准教授　長　弘基
ちょう ひろき

実施校で準備してほしいもの

参加人数や時間によっては、実際にばねを作製していただける
人数を制限する場合があります。

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

キーワード
60分程度・相談可能講義時間 10～20名程度・相談可能受講人数

2-06 大学訪問 体験 出張講義 体験

皆さんが中学・高校の理科・物理で教わる「ばね」は、目立
ちませんが機械部品としてとても重要な役割を持っていま
す。この講座では「ばね」の歴史とその材料、さらに「ばね」
がどのように作られて、ど
のように使用されているか
について講義した後、実際
にばねを作る体験実験を
行います。また、作ったばね
のばね定数を測定し、ばね
の形状から計算したばね
定数と一致するかの実験
も行います。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

音速を超える空気の流れを物理の目で視る

実施にあたっての特記事項

音速／衝撃波／流れの光学観察／密度計測

担当教員 機械システム工学科 教　授　宮里　義昭
みやざと よしあき

機械システム工学科 准教授　仲尾　晋一郎
なかお しんいちろう

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード、長机

キーワード
30～60分程度講義時間 20名程度受講人数

2-07 大学訪問 体験 出張講義 講義

音の速さを超える流れは超音速流れと呼ばれます。一般
に、超音速流れの内部には衝撃波と呼ばれる音の壁が発
生し、激しい騒音の原因となることが知られていますが、衝
撃波と騒音との関係はまだよく分かっていません。本講義
では超音速流れを光学
観察するための世界最
先端の計測手法につい
て紹介します。また、研
究室の学生が、国際学
会で発表したときの様
子について紹介します。
　

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

生体機械工学と人工関節のはなし

実施にあたっての特記事項

生体機械工学／人工関節

担当教員 機械システム工学科 教授　趙　昌熙
ちょ ちゃんひ

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

キーワード
30～60分講義時間 制限なし受講人数

2-08 大学訪問 講義 出張講義 講義

近年ヒトの臓器や組織を人工物に置き換える試みが進ん
でいます。これに関連する新しい学問分野として急速に発
展し、認知されつつある「生体機械工学」と代表的な人工
臓器の一つである「人工関節」の概
要、歴史、研究事例、展望について紹
介します。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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講義紹介【機械システム工学科】

100円ショップには様々な製品がありますが、どうしてこん
なに安く作れるのでしょうか？本講義ではその理由と必要
な技術（金型製作など）について紹介します。
特に、同一製品を大量生産するのに必要な金型の種類と
特徴、製作工程（設
計・加工・計測・組立
等）について詳細に説
明します。

100円ショップとものづくり

実施にあたっての特記事項

制限なし

担当教員 機械システム工学科 教授　村上　洋
むらかみ ひろし

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

受講人数30～60分講義時間

ものづくり／100円ショップ／金型キーワード

2-09 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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講義紹介【情報システム工学科】 北九州市立大学国際環境工学部ひびきのサイエンススクール

手指リハビリテーションの体験

実施にあたっての特記事項

担当教員 情報システム工学科 教授　松田　鶴夫
まつだ つるお

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

リハビリテーション／麻痺患者用／大学研究室では何をやる？キーワード
60分程度講義時間 10名程度受講人数

3-01 大学訪問 体験 出張講義 ×

本研究室で開発し、実際に病院などで試験運用が始まっ
ているリハビリテーション装置Narem（ナレム）の仕組み
紹介や実機に触れてもらいます。また、実際の患者さんの
回復状態などのビデオも上映します。　

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

お絵描き感覚でLEDやモータを制御しよう

実施にあたっての特記事項

担当教員 情報システム工学科 教授　松田　鶴夫
まつだ つるお

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

LabVIEW／LED／モーター／制御体験キーワード
180  分程度講義時間 5名程度受講人数

3-02 大学訪問 実験 出張講義 ×

身の回りにはプログラムにより制御される機材が溢れてい
ます。あまりに身近すぎて、中身について知る機会はなかな
かないでしょう。この講座ではグラフィカル言語である
LabVIEWを用いて、実際のLEDやモータを制御する体験
ができます。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

ヒトの知覚とカメラのしくみ

実施にあたっての特記事項

担当教員 情報システム工学科 准教授　松岡　諒
まつおか りょう

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

知覚／カメラ／画像処理キーワード
60分～90分程度講義時間 40名程度まで受講人数

3-03 大学訪問 講義 出張講義 講義

ヒトの知覚を模して造られたディジタルカメラは、シーンの
光情報を忠実に保存・再現した画像を取得することができ
ます。また、取得した画像の処理・解析は、遠隔医療、監視・
車載カメラ、食品管理、植生管理など多種多様な分野で役
に立っています。そこで、ディジタルカメラの原理とその画
像処理の応用事例について紹介します。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

人間はどのように空間を認識するのか？

実施にあたっての特記事項

担当教員 情報システム工学科 教授　佐藤　雅之
さとう まさゆき

実施校で準備してほしいもの

特になし
ー

立体視／3D／錯視キーワード
60分程度講義時間 ５名程度受講人数

3-04 大学訪問 体験 出張講義 ×

人間の感覚を調べるための実験室を公開します。大画面
高精細の立体写真を紹介します。奥行き感、色、動きなど
に関するいくつかの目の錯覚現象を通じて、人が目でもの
を見る不思議について考えます。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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講義紹介【情報システム工学科】

身近な情報通信の世界

実施にあたっての特記事項

担当教員 情報システム工学科 准教授　古閑　宏幸
こが ひろゆき

情報システム工学科 准教授　伊藤　友輔
いとう ゆうすけ

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

インターネットキーワード
30～60分講義時間 50名程度まで受講人数

3-05 大学訪問 講義 出張講義 講義

今や日常生活の一部となったインターネットについて、そ
の概要や仕組みなどを簡単なデモも交えて説明します。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

情報セキュリティ最前線

実施にあたっての特記事項

担当教員 情報システム工学科 教授　山崎　恭
やまざき やすし

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

情報セキュリティ／マルウェア（コンピュータウイルス）／生体認証キーワード
60分程度講義時間 50名程度まで受講人数

3-06 大学訪問 講義 出張講義 講義

身近な問題である「情報セキュリティ」の最新事情につい
て、事例を交えながらわかり易く解説します。また、情報セ
キュリティの一分野として、急速に普及が進んでいる生体
認証技術について、デモを交えながら紹介します。安心、安
全、便利なIT社会を実現するためには何が必要か、この講
義を通じて皆さんと
共に考えたいと思い
ます。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

プログラミングで絵を描こう

実施にあたっての特記事項

担当教員 情報システム工学科 准教授　玉田　靖明
たまだ やすあき

実施校で準備してほしいもの

特になし
ー

情報分野では、画像や映像を使った研究がたくさん行わ
れています。画像や映像を作る方法として、カメラで撮影す
る、紙に書いたものをスキャンする、ペイントソフトで絵を
描くといった方法がありますが、プログラミングでも絵を
描くことができます。座標や色の決め方さえわかれば、高
校までに習う数学だけでも簡単に綺麗な絵を描くことがで
きます。この講義では、情報分
野で用いるプログラミングを
身近に感じてもらうことを目
的として、Processingという
開発環境を使った描画プロ
グラミングを体験してもらい
ます。

コンピューターグラフィックス／画像・映像／描画プログラミングキーワード
60分～90分程度講義時間 10名程度～（要相談）受講人数

3-07 大学訪問 体験 出張講義 ×

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

人工衛星高速画像処理で
社会問題を解決しよう

実施にあたっての特記事項

担当教員 情報システム工学科 准教授　山崎　進
やまざき すすむ

実施校で準備してほしいもの

前半の講義のみでの実施も可能です

プロジェクター、スクリーン、出前で後半を行う場合は、
受講生の人数分の（A3用紙数枚、75mm四方の付箋束、サインペン）一式

宇宙から地上を見下ろす視点で、様々な社会問題を解決
するアイデアを練ろう！
講義の前半では、最新の人工衛星のすごい能力を紹介し、
それを生かすには画像処理や低消費電力・高性能コン
ピュータシステム構築技術をはじめとする情報技術が不
可欠であることを示し、これを応用した研究事例として、防
災・災害復旧に役立てる取り組みを紹介します。
講義の後半では、前半の講義をヒ
ントにして、人工衛星を活用して
どんな社会問題を解決できそう
か、アイデアを練ってみましょう。
社会の役に立つ着想が得られた
ら、是非教えてくださいね！

人工衛星／社会問題の解決キーワード
60分～90分程度（前半のみならば30～60分程度）講義時間

50名程度まで受講人数

3-08 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）



環境にやさしい社会とは？

実施にあたっての特記事項

担当教員 情報システム工学科 准教授　藤山　淳史
ふじやま あつし

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

社会システム／環境マネジメントキーワード
30～60分講義時間 要相談受講人数

3-09 大学訪問 講義 出張講義 講義

社会は常に変化するものですが、現代はその変化のスピー
ドが特に速い時代だと言われています。本講義では、「エネ
ルギー問題」や「環境分野への情報通信技術の応用」など
を事例として取り上げ、環
境にやさしい社会を作る
ための方策について考え
ます。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

北九州市立大学国際環境工学部ひびきのサイエンススクール
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講義紹介【建築デザイン学科】

建築デザインへの招待
担当教員 建築デザイン学科 教員（代表1名）

建築の設計においては、「意匠」「構造」「設備」の3つの観
点からのデザインが存在します。更には、建築において取り
扱う「材料」に関するデザインもあります。
この講義では、各教員の専門的観点から、建築学および建
築デザインの基礎を様々な事例とともに紹介します。

実施にあたっての特記事項

構造デザイン／材料デザイン／設備デザイン／空間デザイン
実施校で準備してほしいもの

実施する専門分野についてはご希望に添えない
場合がございます

プロジェクター、スクリーン、延長コード
キーワード

30～60分／要相談講義時間 制限なし／要相談受講人数

4-01 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

建築のしくみ
担当教員 建築デザイン学科 教員（代表1名）

普段生活している建物には、より安全で快適な生活空間
をつくるための、またエコにするための様々な工夫が施さ
れています。ここでは、各教員の専門的分野から、建築・都
市環境における工夫についてわかりやすく紹介します。

実施にあたっての特記事項

安全性／快適性／省エネ性
実施校で準備してほしいもの

実施する専門分野についてはご希望に添えない
場合がございます

プロジェクター、スクリーン、延長コード
キーワード

30～60分／要相談講義時間 制限なし／要相談受講人数

4-02 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

建築の進化
担当教員 建築デザイン学科 教員（代表1名）

日本では高度経済成長期以降も、建築はあらゆる社会
ニーズに対して応えてきました。
建築物が近年の形態・機能にたどり着くまでの変遷を「構
造」「材料・施工」「環境」「意匠」等、各教員の専門とする分
野から紹介していきます。

実施にあたっての特記事項

建築史／エコ建築
実施校で準備してほしいもの

担当教員についてはご希望に添えない場合が
ございます

プロジェクター、スクリーン、延長コード
キーワード

30～60分／要相談講義時間 制限なし／要相談受講人数

4-03 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

建築分野の研究最前線
担当教員 建築デザイン学科 教員（代表1名）

現代建築を支える基礎研究から応用研究まで、各教員の
専門分野からその最先端を紹介していきます。

実施にあたっての特記事項

構造デザイン／材料デザイン／設備デザイン／空間デザイン
実施校で準備してほしいもの

担当教員についてはご希望に添えない場合が
ございます

プロジェクター、スクリーン、延長コード
キーワード

30～60分／要相談講義時間 制限なし／要相談受講人数

4-04 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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現代建築に求められる技術
担当教員 建築デザイン学科 教員（代表1名）

建築に求められている機能性、安全性、省エネ性などに関
わる様々な技術を、各教員の専門分野から紹介していきま
す。

実施にあたっての特記事項

構造デザイン／材料デザイン／設備デザイン／空間デザイン
実施校で準備してほしいもの

担当教員についてはご希望に添えない場合が
ございます

プロジェクター、スクリーン、延長コード
キーワード

30～60分／要相談講義時間 制限なし／要相談受講人数

4-05 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

CAD室・アトリエツアー
担当教員 建築デザイン学科（空間デザイン講座）

教員（代表1名）

実施にあたっての特記事項

作品展示／教室紹介
実施校で準備してほしいもの

特になし
ー

キーワード
要相談講義時間 要相談受講人数

4-06 大学訪問 体験 出張講義 ×

建築デザインの講義はどのように行うの？という皆さんの
素朴な疑問に答えるため、建築デザイン学科の学生が実
際に使用しているCAD室やアトリエを見学できるツアーを
行います。これま
での学生の制作
作品も飾られて
いますので、どの
ようなことが行わ
れているか目と肌
で感じていただき
ます。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

麺でつくる構造模型
担当教員 建築デザイン学科（構造施工講座）

教員（代表1名）

実施にあたっての特記事項

模型製作／構造デザイン
実施校で準備してほしいもの

特になし
ー

キーワード
90～120分程度講義時間 20名程度／要相談受講人数

4-07 大学訪問 体験 出張講義 ×

パスタ、素麺、棒麺などの乾麺…。これら、私たちの生活に
身近なものである乾麺を用いて簡単な模型製作を行いま
す。乾麺の模型におもりをぶらさげて、どのようにつくった
ら、より重たい
ものがぶらさげ
られるのか？模
型製作を通して
建築構造の基
礎を学んでみま
せんか。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

材料デザインについて
担当教員 建築デザイン学科（材料デザイン講座）

教員（代表1名）

実施にあたっての特記事項

材料デザイン／コンクリート／強度測定
実施校で準備してほしいもの

特になし
ー

キーワード
60～90分程度／要相談講義時間 20名程度／要相談受講人数

4-08 大学訪問 体験 出張講義 ×

建築物って何からできているの？新しい材料を作り出した
り、適材適所に材料を使用することを材料デザインといい
ます。建物を形作っている材料の種類と特性をやさしく解
説するとともに環境にやさしい材料等も紹介します。さら
に実際に建築材
料の強さを計測
してみます。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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講義紹介【建築デザイン学科】

測って示す室温の変化
担当教員 建築デザイン学科（建築環境エネルギー講座）

教員（代表1名）

実施にあたっての特記事項

実験／温度計測／断熱性能／換気
実施校で準備してほしいもの

特になし
ー

キーワード
90分講義時間 20名程度／要相談受講人数

4-09 大学訪問 体験 出張講義 ×

環境工学の観点から、外皮や建材が変わった際の室内温
熱環境の違いを数字で読み解いていきます。ここでは住宅
に見立てた箱模型を使っ
て、断熱・遮熱の工夫によ
る変化について観察し、全
員で考察を行います。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

建築デザインと楽しい演習
担当教員 建築デザイン学科（空間デザイン講座）

教員（代表1名）

実施にあたっての特記事項

オブジェ製作／構造
実施校で準備してほしいもの

特になし
ー

キーワード
90～120分程度講義時間 20名程度／要相談受講人数

4-10 大学訪問 体験 出張講義 ×

建築デザインの基礎について簡単な講義を行い、その後、
デザイン演習として、各自同じ材料を使って、より美しくよ
り軽くかつ丈夫なオブジェを作成します。作成後は、各自の
オブジェについて発表してもらい、構造性の観点から講評
を行います。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）



講義紹介【生命工学科】
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実施にあたっての特記事項
実施校で準備してほしいもの

特になし
備考 その他は高校生等の保護者が対象

プロジェクター、スクリーン

化粧品は人を美しく健やかにしてくれます。一方で皮膚の
炎症やアレルギーが生じることがあります。本講座では身
近な化粧品類が、どのような先端技術で開発されているか
紹介します。そしてなぜアレルギーが起きるのか、どうした
ら防ぐことができるのか、皮膚の生物学の視点から分かり
やすく説明します。

化粧品／スキンケア／皮膚アレルギーキーワード
60分講義時間 制限なし受講人数

化粧品の化学と皮膚アレルギー
担当教員 生命工学科 教授　礒田　隆聡

いそだ たかあき

5-01 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

培養組織で病気を治す「再生医療」

実施にあたっての特記事項

担当教員 生命工学科 教授　中澤　浩二
なかざわ こうじ

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

近年のライフサイエンス分野の発展は目覚しく、一昔前ま
では考えられなかったような優れた創薬・医療技術の実用
化が現実味を帯びてきています。中でも近年よく耳にする
「幹細胞」「再生医療」の基礎からその将来性までをわかり
やすく解説します。

生物／細胞／遺伝子キーワード
30～60分講義時間 要相談受講人数

5-03 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

超高齢社会を支える「骨」の再生治療

実施にあたっての特記事項

担当教員 生命工学科 准教授　土谷　享
つちや あきら

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン

生物／細胞／バイオマテリアルキーワード
30～60分講義時間 要相談受講人数

5-02 大学訪問 講義 出張講義 講義

骨は身体の柱とも言える組織であり、骨が欠損すると咀嚼
不良や運動機能の低下が起きてしまいます。本講義では、
骨がどのようにしてつくられているのか、骨を再生するため
にはどのような医療機器（材料）が用いられているのかに
ついて最新の研究を交えながら紹介します。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

免疫力アップで癌を治す未来の医療
「ガン免疫療法」

実施にあたっての特記事項

担当教員 生命工学科 准教授　望月　慎一
もちづき しんいち

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

2018年に本庶先生のノーベル賞で注目を浴びた薬をは
じめ、近年、免疫をコントロールする薬でがんの治療が出
来ることが期待されています。がんワクチンをはじめ様々な
免疫の力を利用したがん治療について講義します。

生物／細胞／遺伝子キーワード
30～60分講義時間 要相談受講人数

5-04 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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講義紹介【生命工学科】

海洋プラスチック問題：新興地球環境問題

実施にあたっての特記事項

担当教員 生命工学科 准教授　伊藤　理彩
いとう りさ

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

近年、海洋プラスチックごみが世界的な環境問題として注目
されています。本講義では、プラスチックのマテリアルフロー
（物質の流れ）を理解し、どのようにして大量のプラスチック
が海へ流出するのかを解説します。特に、目に見えないマイ
クロプラスチックの発生メカニズムや、それが生態系や人体
に与えるリスクについて、最新の研究を交えて紹介します。さ
らに、G20などの国際的な枠組みでどの
ような対策が進められているのか、日本の
役割にも触れます。最後に、私たちが目指
すべき循環型社会の実現に向けて、一人
ひとりができるアクションについて考えま
す。本講義を通じて、海洋プラスチック問
題の現状を理解し、持続可能な社会への
意識を高めることを目指します。

海洋プラスチック／マイクロプラスチック／リスク／循環系社会キーワード
30～60分講義時間 要相談受講人数

5-05 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

多様な光合成生物の世界

実施にあたっての特記事項

担当教員 生命工学科 教授　河野　智謙
かわの とものり

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

光合成細菌、藻類、高等植物、地衣類、海産性動物など幅
広い光合成生物の多様性と進化の関係、環境と光合成生
物との関わりについて講義をします。

生物／細胞／遺伝子キーワード
30～60分講義時間 要相談受講人数

5-06 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

未来を変える生命科学のホットトピック

実施にあたっての特記事項

担当教員 生命工学科 教授　木原　隆典
きはら たかのり

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン

生命科学の分野では、日々新たな発見や技術が生まれ、そ
れが私たちの未来を大きく変える可能性を秘めています。
この講義では、最近注目を集めている生命科学のトピック
や最新の研究成果、直近のノーベル賞に関する話題を取
り上げます。内容はその時々で変わるため、どんな話が聞
けるかは当日のお楽しみです。

Hot Topics

生物／細胞／遺伝子／AIキーワード
30～60分講義時間 制限なし受講人数

5-07 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

私たちの暮らしと微生物

実施にあたっての特記事項

担当教員 生命工学科 教授　森田　洋
もりた ひろし

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

微生物／食品／環境キーワード
制限なし講義時間 制限なし受講人数

5-08 大学訪問 講義 出張講義 講義

微生物の多くは肉眼で見えることはありませんが、土壌、
河川、海、空気中など地球上の至るところに存在していま
す。微生物は私たちが生活できないような極限環境にも幅
広く生息しており、私たちの身のまわりにも健康被害をも
たらすものから、腸内や皮膚に生育し、私たちの健康を支
えているものまで幅
広く生息しています。
そこで微生物と私た
ちの暮らしとの関わ
りに焦点をあてて、
微生物の特性やその
利活用について紹介
します。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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実施にあたっての特記事項

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

簡単な単式顕微鏡の作成を通して、顕微鏡の原理や、地球
に生息するさまざまな微生物についての理解を深めてもら
います。

生物キーワード
30～60分講義時間 要相談受講人数

顕微鏡を作製してみよう
担当教員 生命工学科 准教授　柳川　勝紀

やながわ かつのり

5-10 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

数値シミュレーションで紐解く環境問題

実施にあたっての特記事項

担当教員 生命工学科 准教授　浦西　克維
うらにし かつしげ

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

コンピュータによる数値シミュレーションは、複雑多様な
社会問題を解決するため、幅広い分野で利用されていま
す。本講義では大気汚染に関する数値シミュレーションを
テーマに、その手順や解析事例について紹介します。

社会システム／環境マネジメントキーワード
30～60分講義時間 要相談受講人数

5-11 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

生命の起源を探る

実施にあたっての特記事項

担当教員 生命工学科 准教授　柳川　勝紀
やながわ かつのり

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

微生物／生命の起源／アストロバイオロジーキーワード
30～60分講義時間 要相談受講人数

5-09 大学訪問 講義 出張講義 講義

地球に生息する微生物の数は、宇宙の星の1億倍に相当
すると言われています。そして、そのほとんどが未知の「微
生物ダークマター」であると考えられています。本講義で
は、地球微生物の生息範囲やその進化についての最新の
知見を紹介し、生
命の起源や宇宙
生命の存在可能
性についても概説
します。

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）

北九州市立大学国際環境工学部ひびきのサイエンススクール



講義紹介【基盤教育センター（ひびきの分室）】

世界をつなげる言葉の魅力

実施にあたっての特記事項

担当教員 基盤教育センター（ひびきの分室）
准教授　アン　クレシーニ　

実施校で準備してほしいもの

特になし
プロジェクター、スクリーン、延長コード

この講座では、言葉の魅力について生徒たちと話します。
外来語、和製英語、方言、若者言葉など、様々な言葉の面
白さについて話す講座です。
クイズやワークを挟みながら、世界の人をつなげる、そし
て、コミュニティーを作り上げる「ことば」の魅力を、生徒た
ちと楽しみます。

外来語／和製英語／方言／若者言葉キーワード
45分～60分講義時間 要相談（何人でも可）受講人数

6-01 大学訪問 講義 出張講義 講義

受講対象 中学生 高校生

高専生 予備校生 その他（一般）
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北九州市立大学国際環境工学部

「ひびきのサイエンススクール」申込書
年　　　月　　　日

実施場所

実施内容

学部・学科・入試・学生活動・就職などについて説明いたします。

大学施設について紹介いたします。（※大学訪問のみ実施可能）

【　　】大学（ひびきのキャンパス）を訪問したい

【　　】大学の概要説明（30～40分）

【　　】キャンパス見学（30～40分）

【　　】講義等

【　　】大学外（中学校・高校等）に来て欲しい

【記入例】JR折尾駅→JR▽▽駅下車→バス停□□乗車→△△下車→徒歩○○分
▼「JR折尾駅」から「実施場所」までの公共交通経路

〒 -

団体名

所在地

TEL - - - -

参加人数
（学年） 名

担当者

FAX

人数 学年等

第1希望 番号 講義タイトル

第2希望 番号 講義タイトル

第3希望 番号 講義タイトル

※本学からの回答は２週間程度の時間を要します。

特に希望事項などございましたらご記入ください。

回答期限

備考・
その他

月 日 （　　　曜日）までの回答を希望

第1希望

第2希望

月 日 （　　　曜日） 時 分 時 分～

月 日 （　　　曜日） 時 分 時 分～

必要事項をもれなく記入して、実施日の2か月前までにお申込みください

●実施場所・内容等【希望に〇をつけてください】

●基本情報

●希望講義

●本学からの回答期限など

●希望実施日時

※基本的に対面授業を前提としており、オンライン講義を希望される場合は、対応できない科目もあります。



〒808-0135 北九州市若松区ひびきの1-1

https://www.kitakyu-u.ac.jp/env/

https://www.kitakyu-u.ac.jp/env/

